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１／５

（ 圧 気 工 法 ）

問 １ 圧気工法の概要に関し、次のうち誤っているものは

どれか。

（１）ニューマチックケーソン工法は、圧気設備を設置

する用地や周辺の地盤に与える影響を回避するため

の用地を必要とするため、他の工法に比べ施工用地

が少ない場合には用いられない。

（２）ニューマチックケーソン工法は、施工法により止

水壁ケーソン方式とピアケーソン方式に分類するこ

とができる。

（３）ニューマチックケーソン工法は、オープンケーソ

ン工法と比べた場合、沈下中の位置の変位や傾斜に

対して補正が容易で、かつ、精度が高い。

（４）圧気シールド工法は、開放型シールドを用いて湧

水のある地盤を掘進する場合に、立抗内もしくはト

ンネル内に圧縮した空気を送って湧水を抑え、切羽

の安定を図る工法である。

（５）潜鐘は、移動させるときは軽いほうがよいので軽
しょう

く作り、作業時には荷重を載せ浮力を殺して、安定

させる。

問 ２ ニューマチックケーソンの構造等に関し、次のうち

誤っているものはどれか。

（１）ケーソンの躯体は、一種の函体構造であり、通常、
かん

天井スラブによって上下に分かれ、下部は圧縮空気

が送られ掘削作業を行う室になっている。

（２）ケーソンの作業室の真上にもう一つの天井を設け

て部屋を作り、エアロックとして利用する構造のケ

ーソンがある。

（３）初期沈下掘削時に必要なケーソンのねじり剛性は、

ケーソンに隔壁を設けることで高めることができる。

（４）ニューマチックケーソンの施工法のうち、止水壁

方式は、ケーソンの頂部の構築に続き、橋脚躯体部
く

を連続的に構築し沈設させるものである。

（５）シャフト内にエレベータを設けることは、下肢、

特に膝に発症することの多い減圧症の予防に有効で
ひざ

ある。

問 ３ 圧気トンネルのロックに関し、次のうち誤っている

ものはどれか。

（１）トンネルの内径が５ｍを超えるような比較的大き

な断面のトンネルでは、マンロックとマテリアルロ

ックを別々に設置することにより作業性や安全面で

有利となる。

（２）トンネルの内径が小さい場合は、ドア付きバルク

ヘッドを用いてマンロックとマテリアルロックを兼

用したロックを設けることがある。

（３）マンロックとマテリアルロックを別々に設置する

と、両ロックを併用する場合に比べ送気量及び送気

設備の容量の算出が容易である。

（４）断面が比較的大きいトンネルでは、マテリアルロ

ックをマンロックの上方に設置する。

（５）ずり出しトロのレールの一部分を区切っておき、

ロックの扉を閉めるときには、この部分のレールを

内側に倒して、より気密を保つようにしたロックが

ある。

問 ４ ニューマチックケーソンの施工に関し、次のうち誤

っているものはどれか。

（１）刃口金物は、ケーソン構築に際して定規としての

役割も果たす。

（２）刃口金物を受ける皿板には、キャンバーを載せ集

中荷重がかからないようにする。

（３）大型のケーソンでは、刃口を作業室内部にも設け

る場合がある。

（４）作業室構築用のセントルの解体は、天井スラブの

スペシャルシャフトを取り付ける穴から作業員が作

業室の内部に入って行う。

（５）セントル解体後、皿板を均等に１枚置き又は２枚

置きに作業室の外側に抜き取り、その場の土砂で埋

め戻しておく。



問 ５ ニューマチックケーソンの沈下に関し、次のうち誤

っているものはどれか。

（１）作業室のコンクリート打設中は、その重量を皿板

とセントルで受ける。

（２）急激な沈下を防ぐために、アースバケットの出し

入れ時以外はマテリアルロックのドアを確実に閉じ

ておく。

（３）地盤の条件にかかわらず、刃口の真下も作業室中

央部も刃口より５０㎝以上掘り下げないようにする。

（４）沈下抵抗力としては、揚圧力、ケーソンの周面摩

擦力及びケーソンの刃口下及び掘残し部の地盤抵抗

力がある。

（５）摩擦力の減少や載荷による沈下が非常に困難な場

合には、作業室内の圧力を減少させることにより減

圧沈下を行う。

問 ６ ニューマチックケーソンの艤装に関し、次のうち誤
ぎ

っているものはどれか。

（１）シャフトの最初の立ち上がりは、艤装解体時にシャ

フト内部から外せるスペシャルシャフトを使用する。

（２）ボトムドアは、シャフト継ぎ足し時に作業室内の

圧力を一定に保ちながらシャフト内の圧縮空気を排

気して大気圧にするため、シャフト穴を作業室天井

スラブの位置で塞ぐ蓋である。
ふさ ふた

（３）ボトムドアの取付け方法には、上から吊る方法と、
つ

あらかじめ作業室の天井にレールとドアをセットし

ておき、艤装時にシャフト穴下までドアを移動させ

て固定する方法がある。

（４）シャフト継足し用のボルトは熱間鍛造加工したも

のが適し、特にアンカーボルトは工事中交換できな

いので厳選する必要がある。

（５）送排気用パイプは、安全管理上、本体（壁）に沿

わせて設置する必要がある。

高圧室内Ａ

２／５

問 ７ 次の沈下関係図に関し、ケーソンが１７ｍ沈下した

段階で、コンクリートの打設及び水荷重を加える直前

のケーソン本体重量と周面摩擦力の組合せとして、正

しい値に最も近いものは(１)～(５)のうちどれか。

ただし、刃口下及び掘残し部の地盤抵抗力は無視す

るものとする。

総沈下力 総沈下抵抗力

０

５

１０

１５

深２０

度

(ｍ)
２５

０ １ ２ ３ ４

荷重及び抵抗力(×１０ kＮ)
水荷重 揚圧力

４

上載土砂

ケーソン本体重量 周面摩擦力

（１） １３１０トン ３.５×１０ kＮ３

（２） １７６０トン ５.６×１０ kＮ３

（３） ２１００トン １.２×１０ kＮ
４

（４） ３１００トン １.４×１０ kＮ
４

（５） ６２００トン ２.４×１０ kＮ
４

問 ８ ２０ｍ沈下させたケーソン（直径１２ｍ、重量

１６５０ｔ）を、さらに沈下させるのに必要な水荷重

の近似値は次のうちどれか。

この場合、作業室は０.１ＭPa（１０ Ｎ/ｍ ）で加５ ２

圧しており、周面摩擦力度は９kＮ/ｍ とし、刃口下２

の地盤抵抗力は無視するものとする。

（１） １７０ｔ

（２） ２００ｔ

（３） ３６０ｔ

（４） ７２０ｔ

（５）１２００ｔ



問 ９ 有害ガス等に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）空気中にメタンが増加すると、酸素濃度を低下さ

せ、酸素欠乏やガス爆発の危険が生ずる。

（２）二酸化窒素は、発破後の後ガスやディーゼルエン

ジンの排気ガス等に含まれ、眠気を催し、頭痛、め

まい等の症状を起こす。

（３）呼吸する空気の酸素の分圧が０.０１８ＭPa程度に

なると、酸素欠乏による意識障害が生ずる。

（４）一酸化炭素は、血液中のヘモグロビンと結合し体

内の酸素供給能力を妨げ、頭痛、吐き気等の症状を

起こす。

（５）硫化水素は、特有の臭いがあり、嘔吐、めまい、
おうと

意識障害等を起こす。

問１０ 有害ガス等の測定に関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）高圧室内のガス検知は、原則的にはガスサンプリ

ングバックにサンプリングガスを採取し、大気圧下

で分析する。

（２）干渉計型精密ガス検定器では、メタン、二酸化炭

素は測定できるが、一酸化炭素は測定できない。

（３）検知管式測定器では、ガス採取器を操作するとき

の個人差が測定結果に与える影響は比較的少ない。

（４）ポータブル複合型検知器は、可燃性ガス、硫化水

素、一酸化炭素を測定できるが、圧気下での使用に

は適さない。

（５）大気圧下で調整した測定器によって高圧室内にお

いて酸素濃度の測定を行うと、その表示値は真の濃

度よりも低い値を示す。

高圧室内Ａ

３／５

（送気及び排気）

問１１ ニューマチックケーソン工法の電力設備に関し、次

のうち誤っているものはどれか。

（１）工事用電力は、一般に６６００Ｖで受電されるた

め、空気圧縮機、その他の機械、一般照明等はそれ

ぞれの電圧、容量に応じた変圧器を設置する。

（２）工事に使用される機械類の主動力源は電力であり、

その電力消費の大部分を空気圧縮機が占める。

（３）空気圧縮機の電力は、安全管理上、出来るだけ１

系統から供給する。

（４）停電時に備え、ディーゼルエンジン発電機を設置

するとともに充電式の蛍光灯を作業室内及びシャフ

ト内に設置する。

（５）掘削機械用、水中ポンプ用及び照明用の電力は、

ケーソンの躯体内に埋込まれたキャブタイヤケーブ

ルで供給される。

問１２ 圧気工法の送気設備に関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）空気圧縮機には、スクリュー型、レシプロ型など

があるが、環境に配慮したオイルフリースクリュー

型が多く使われている。

（２）圧縮空気冷却装置は、スクリュー型の空気圧縮機

には内蔵されていないが、レシプロ型では内蔵され

ている。

（３）空気圧縮機からの吐出空気は、断熱圧縮により温

度が２００℃近くまで上昇する。

（４）レシーバータンクは、圧縮空気を貯える圧力容器

で、送気管に流れる圧縮空気の脈動を緩和し、空気

使用量の変動を吸収し、更に除去しきれなかった沈

殿物を分離する設備である。

（５）異常温度自動警報装置は、冷却水の不足等によっ

て空気圧縮機から吐出した空気が異常温度となった

場合に警報を発する装置である。



問１３ 送気管等に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）送気本管は、空気圧縮機室と圧力調整装置間に敷

設する送気幹線の設備である。

（２）送気本管は、車両の乗り上げや飛来落下物により

損傷を受けないように敷設する。

（３）空気圧縮機よりケーソンへの送気本管は、水平に

設置して、要所にドレーン抜きを取り付ける。

（４）作業室の換気のために設ける排気管の作業室側の

末端には、グランドコックを取り付け、函外側の末

端には９０°エルボを取り付け排気口を横向きにする。

（５）日常点検においては、圧力調整装置のドレーンを

必ず抜く。

問１４ ニューマチックケーソンへの送気に関し、次のうち

誤っているものはどれか。

（１）水中ニューマチックケーソンでは、刃口を全長に

わたって土砂の中に押し込むようにケーソンを沈下

させてから、送気を開始する。

（２）陸上ニューマチックケーソンにおいて、ケーソン

の沈下が１ｍ程度より浅い段階で地下水が浸入する

ときは、ポンプで排水しながら掘削し、ケーソンを

さらに沈下させてから送気を開始する。

（３）作業室への送気を断つと、ケーソンの沈下や、傾

斜、移動等の悪影響を及ぼす要因となる。

（４）沈設途中の断気は極力避けるが、やむをえず断気

する場合は、サンドル支保工の設置などによりケー

ソンの沈下が起らないようにする。

（５）断気後、送気を再開するときは、できる限り速や

かに送気量を増し、作業室の水を早く刃先から押し

出すようにする。

高圧室内Ａ

４／５

問１５ 高圧室内業務用時間表に関し、次のうち誤っている

ものはどれか。

（１）体内ガス圧係数とは、作業室内において減圧直前

に溶け込んでいる窒素ガス圧と圧力下に入る前の飽

和状態のときの窒素ガス圧との比である。

（２）高圧下の時間とは、加圧時間、マンロックから作

業室に下りる時間、作業室内の時間及び作業室から

マンロックに上がる時間の合計であり、減圧に要す

る時間は含まれない。

（３）作業圧力は、送気圧力ではなく作業室内の圧力で

あり、作業中に圧力が変わる場合は作業中の最も高

い圧力である。

（４）マンロックと作業室が接している方式のニューマ

チックケーソンでは、これらが離れている場合に比

べ、作業室内での作業時間が同じであれば高圧下の

時間は、一般に短くなる。

（５）業務間ガス圧減少時間とは、１日に複数回の高圧

室内業務を行う場合、それぞれの回の間において、

ある一定時間地上で休憩しなければならない最小限

の時間をいう。

問１６ 火災等非常時に備える設備に関し、次のうち誤って

いるものはどれか。

（１）作業室内の酸素濃度及び有害ガス等の濃度測定に

当たっては、携帯式の測定器具を用いるとともに、

定置式の測定器で常時測定し、自記記録する。

（２）空気呼吸器は、通常のものでは作業室の圧力下で

の使用時間が短いため、高圧下で３０分程度使用で

きる高気圧下呼吸器を使用する。

（３）高気圧下呼吸器は、できるだけコンパクトでなけ

ればならず、狭い場所を通過するためにも小径のボ

ンベ２本としているものがある。

（４）非常用のディーゼルエンジン駆動のコンプレッサ

は、エアロック、シャフト、送気管の継目からの漏

気等によって作業室内気圧が低下することを防ぐた

めに必要な最少限の送気量を算出して容量を決める。

（５）通信設備には、電話やブザー、無線機などがある

が、ヘリウム混合ガスマスクを使用する場合は、音

声が不明瞭となるため無線機は使用されない。



問１７ 緊急時の減圧に関し、次のうち誤っているものはど

れか。

（１）事故等緊急時には、必要な限度で減圧速度を速め

ることができる。

（２）脂肪分の多い組織中の窒素ガスは、血液溶解中の

窒素ガスより容易に排出されることを利用して緊急

時の減圧が行われる。

（３）事故等により減圧の速度を速めたり、圧停止時間

を短縮した場合は、作業者を再圧室又は気閘室に入
こう

れ、その時の高圧室内業務の圧力まで加圧しなけれ

ばならない。

（４）再圧室では、急速な減圧によって体内に形成され

た気泡を再び加圧することによって、いったん消失

させ、次に徐々に減圧を行って気泡の発生を防止す

る。

（５）再圧中や再圧室における減圧終了後に減圧症の症

状が発生したときは、直ちに医療機関に連絡し、再

圧治療を行う。

問１８ １日２回の高圧室内業務を１回目０.１８ＭPa、２回

目０.２３ＭPaの圧力で行うこととし、１回目の高圧下

の時間を１８０分とした場合、２回目の高圧下の時間

の限度は次のうちどれか。（本問、問１９及び問２０

では業務間ガス圧減少時間等については、別表Ａ及び

別表Ｂを用いて算定すること。）

（１） ６５分

（２） ９５分

（３）１０５分

（４）１６５分

（５）２０５分

高圧室内Ａ

５／５

問１９ 問１８に関して、２回目の作業を限度いっぱい行っ

た場合、０.０６ＭPaにおいて減圧停止しなければな

らない最少の時間は(１)～(５)のうちどれか。

（１） ５分

（２）１８分

（３）２６分

（４）３０分

（５）３３分

問２０ 問１８に関して、２回目の作業を限度いっぱい行っ

た場合の高圧室内業務に要した時間の合計は次のうち

どれか。

ただし、１回目、２回目とも減圧停止時間を除いた

途中の減圧時間は、それぞれ３分を要したものとする。

（１）３８０分

（２）４６３分

（３）５０２分

（４）５３１分

（５）６１３分

（午前終り）



別表Ａ

業務間 業務終了
減 圧（分） 第２回の

圧 力 体内ガス ガス圧 後ガス圧
高 圧 下 の 時 間 高圧下の

圧 係 数 減少時間 減少時間
0 . 1 5Ｍ P a 0 . 1 2Ｍ P a 0 . 0 9Ｍ P a 0 . 0 6Ｍ P a 0 . 0 3Ｍ P a 時間(分)

（ＭPa） (分) (分)

30分以下 1 1.3 30 30 275

30分を超え 60分以下 5 1.6 30 30 245

60分を超え 90分以下 9 1.8 60 30 235
90分を超え120分以下 13 1.9 60 30 225

0.16を超え0.18以下 120分を超え150分以下 2 15 2.0 60 30 215
150分を超え180分以下 5 20 2.1 90 45 205

180分を超え210分以下 8 25 2.1 90 45 170
210分を超え240分以下 9 30 2.2 150 45 110

240分を超え270分以下 10 35 2.2 150 45 75
270分を超え300分以下 17 35 2.2 150 45 50

30分以下 1 1.4 30 30 240
30分を超え 60分以下 8 1.6 30 30 220

60分を超え 90分以下 16 1.8 60 30 215
0.18を超え0.20以下 90分を超え120分以下 7 15 2.0 60 30 195

120分を超え150分以下 9 20 2.1 90 45 200
150分を超え180分以下 11 30 2.1 90 45 170

180分を超え210分以下 15 35 2.2 150 45 100
210分を超え240分以下 20 40 2.2 150 45 85

240分を超え270分以下 25 45 2.2 150 45 50

30分以下 1 1.4 30 30 240
30分を超え 60分以下 11 1.7 60 30 225

60分を超え 90分以下 8 15 1.9 60 30 210
0.20を超え0.22以下 90分を超え120分以下 12 20 2.0 90 30 210

120分を超え150分以下 15 30 2.1 90 45 180
150分を超え180分以下 23 40 2.1 90 45 145

180分を超え210分以下 25 45 2.2 150 45 90
210分を超え240分以下 30 50 2.2 150 45 60

240分を超え270分以下 31 60 2.2 150 45 30
30分以下 1 1.4 30 30 215

30分を超え 60分以下 14 1.7 60 30 200
60分を超え 90分以下 9 20 1.9 60 30 185

0.22を超え0.24以下 90分を超え120分以下 18 30 2.0 90 30 180
120分を超え150分以下 26 35 2.1 120 45 135

150分を超え180分以下 5 30 40 2.2 150 45 95
180分を超え210分以下 10 30 50 2.2 150 45 65

210分を超え240分以下 14 30 60 2.2 150 45 40

30分以下 1 1.5 30 30 210
30分を超え 60分以下 20 1.8 60 30 195

60分を超え 90分以下 13 25 2.0 90 30 180
0.24を超え0.25以下 90分を超え120分以下 19 35 2.1 120 45 150

120分を超え150分以下 33 45 2.1 120 45 110
150分を超え180分以下 6 35 50 2.2 150 45 70

180分を超え210分以下 15 35 55 2.2 150 45 50
210分を超え240分以下 18 35 65 2.2 150 45 20

30分以下 2 1.5 30 30 180
30分を超え 60分以下 10 15 1.8 60 30 170

0.25を超え0.27以下 60分を超え 90分以下 17 30 2.0 90 30 150
90分を超え120分以下 9 25 35 2.1 120 45 120

120分を超え150分以下 15 30 45 2.2 150 45 85
150分を超え180分以下 16 35 55 2.2 150 45 55

180分を超え210分以下 21 40 60 2.2 150 45 30
15分以下 2 1.3 30 30 195

15分を超え 30分以下 5 1.5 30 30 180

30分を超え 45分以下 3 15 1.7 60 45 165
45分を超え 60分以下 13 20 1.9 60 45 150

60分を超え 75分以下 18 30 2.0 90 45 135
75分を超え 90分以下 4 20 40 2.0 90 45 120

0.27を超え0.29以下 90分を超え105分以下 11 25 40 2.1 120 45 105
105分を超え120分以下 13 30 45 2.1 120 45 90

120分を超え135分以下 15 35 45 2.2 150 60 75
135分を超え150分以下 18 35 50 2.2 150 60 60

150分を超え165分以下 23 35 55 2.2 150 60 45
165分を超え180分以下 20 40 60 2.2 150 60 30

180分を超え195分以下 24 40 65 2.2 150 60 15
195分を超え210分以下 26 40 75 2.2 60 0



別表Ｂ
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(0.78を超え0.88以下)

(0.69を超え0.78以下)

(0.64を超え0.69以下)

(0.59を超え0.64以下)

(0.54を超え0.59以下)

(0.49を超え0.54以下)

(0.44を超え0.49以下)

(0.41を超え0.44以下)
(0.39を超え0.41以下)
(0.37を超え0.39以下)
(0.35を超え0.37以下)
(0.33を超え0.35以下)
(0.31を超え0.33以下)
(0.29を超え0.31以下)
(0.27を超え0.29以下)
(0.25を超え0.27以下)

(0.24を超え0.25以下)

(0.22を超え0.24以下)

(0.20を超え0.22以下)

(0.18を超え0.20以下)

(0.16を超え0.18以下)

(0.14を超え0.16以下)

(0.12を超え0.14以下)

(0.10を超え0.12以下)

高
圧
室
内
作
業
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間



高圧室内作業主任者試験Ｂ

受験番号 高圧室内Ｂ

１／５

（ 高 気 圧 障 害 ）

問 １ 流体の性質等に関し、次のうち誤っているものはど

れか。

（１）空気中には酸素が約２１％、窒素が約７８％を

占めているので、大気圧下では窒素の分圧は約

０.０７８ＭPaである。

（２）水で満たされた径の異なる２つのシリンダが連絡

している下図の装置で、ピストンＡに２Ｎの力を加

えると、ピストンＢに８Ｎの力が作用する。

２Ｎ

ピストンＡ ピストンＢ

直径2㎝ 直径8㎝

（３）気体の圧力をＰ、体積をＶとしたとき、温度が一

定の場合は「ＰＶ＝一定」の関係が成り立つ。

（４）混合気体では、全圧はそれぞれの成分気体の分圧

の和に等しい。

（５）気体が液体に接しているとき、気体が液体に溶け

込むことのできる量は、温度が一定であれば、気体

の圧力に比例する。

問 ２ 高気圧が人体に及ぼす影響に関し、次のうち誤って

いるものはどれか。

（１）体内諸組織に溶解する窒素量は、ゲージ圧力０.２

ＭPaでは大気圧下の２倍、ゲージ圧力０.３ＭPaでは

大気圧下の３倍となる。

（２）圧力が変らなければ、肺胞内の窒素の分圧と血液

に溶解している窒素の分圧は平衡している。

（３）加圧により、空気の各成分の分圧が上昇するが、

特に人体に影響するものは酸素と窒素である。

（４）加圧後、減圧が急激に行われると組織に溶解した

窒素の排出が追随できず、気泡を形成する。

（５）圧力が増加しても、人体のあらゆる部分に均等に

圧力が伝わる場合はあまり問題にならないが、不均

等な加圧は締付け障害を起こす。

問 ３ 酸素中毒に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）酸素中毒の予防法としては、長時間高圧に曝露さ
ばくろ

れるときは、吸気の酸素分圧を０.０３ＭPa程度以下

とする。

（２）大気圧又はそれに近い圧力で長時間純酸素を吸入

すると、呼吸器に炎症性変化が起る。

（３）高圧下で純酸素を吸入し続けると中枢神経が侵さ

れ、短時間のうちに意識を失ったり、痙攣が起きた
けいれん

り、ときには死亡することがある。

（４）酸素中毒の発生は、二酸化炭素の量には関係しな

いが、酸素分圧と吸入時間が大きく影響し、個人差

や気候によっても異なる。

（５）減圧時、酸素を吸入させるときは、医師の指導下

で、酸素分圧０.１８ＭPa以内で行う。

問 ４ 二酸化炭素と呼吸に関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）二酸化炭素は、正常な空気中に含まれる量より、

供給される汚染された空気や人から排泄される呼気

の量が問題となる。

（２）二酸化炭素中毒の予防のため、高圧室内の二酸化

炭素分圧は０.５kPaを超えないようにする。

（３）作業室の換気が不十分なため、二酸化炭素分圧が

上昇して体内への蓄積が起こると、異常な発汗、息

切れなどの症状が出現する。

（４）二酸化炭素の多い空気を吸ったとき、呼吸回数や

心拍数が増加するのは、脳の呼吸中枢への刺激が減

少することによって起こる。

（５）死腔の大きい呼吸用マスクを装着した場合は、二
こう

酸化炭素を多く含む呼気を再吸入するため、吸気の

二酸化炭素の量が増える。



問 ５ 減圧症に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）減圧時間が短すぎる場合、体内諸組織の窒素が気

泡となり、これが血流中に生じれば血液循環を阻害

し、血管外に生じれば組織の変形や圧迫を招く。

（２）減圧症は、侵される部位によって皮膚型、運動器型、

呼吸循環器型、中枢神経型、その他に分類される。

（３）運動器型減圧症は、二酸化炭素の産出の多い膝、
ひ ざ

肘、肩、腰の関節部位などにベンズの症状が生じる。
ひじ

（４）チョークスは、呼吸循環系の障害で、減圧症とし

て最も普通にみられ、減圧症全体の過半数を占めて

いる。

（５）減圧症か否かは、ベンズ等特徴ある症状でおおよ

そ見分けがつくが、発症時の作業状況を調べること

により、はっきりさせることができる。

問 ６ 高気圧障害の予防に関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）減圧回数の増加は、減圧症や減圧性骨壊死に罹る
え かか

危険性を高めるので、短時間であっても高圧下への

頻繁な出入りを避ける。

（２）作業圧力が高い場合や高圧下の時間が長くなるほ

ど、減圧症を引き起こす危険が大きくなるので、圧

力が高くなるほど高圧下の時間を短くする。

（３）高圧下の作業を１日２回行うよりも、１日１回作

業の方が減圧症の予防ばかりでなく、減圧時間短縮

の面からも有利である。

（４）耳や副鼻腔の障害、肺の破裂等圧力の急変によっ
こう

て生じる障害を防ぐため、加圧、減圧の速度を制限

する。

（５）減圧後は、熱い風呂に入ったりシャワーを浴び、

ストーブ等で体を暖めて、できるだけ体を動かし気

泡を排出するようにする。

高圧室内Ｂ

２／５

問 ７ 肺の破裂とその合併症に関し、次のうち誤っている

ものはどれか。

（１）症状は、激しい呼吸困難、胸痛、血液を含む泡沫

性の分泌物を口から出すことなどである。

（２）肺が過膨張状態になると肺胞内の空気が血管内に

進入し気泡塊を形成して、血流によって全身に運ば

れ、塞栓となって末梢血管を閉塞する。
しょう

（３）予防法として、減圧速度は速すぎないようにし、

また、減圧中は息を止めないようにする。

（４）症状が起きたときの処置は、頭を高く、また、左

胸が上になるように寝かせ、血管内の空気が脳や心

臓へ行かないようにする。

（５）発生率は低いが、０.０３ＭPa程度の比較的低い

圧力からの減圧でも発生している。

問 ８ 高気圧障害とその症状に関する次の組合せのうち、

誤っているものはどれか。

（１）耳 の 障 害 …… 鼓膜の圧迫感や疼痛、難聴等

（２）副鼻腔の障害 …… 前頭痛、上顎痛等
こう がく

（３）酸 素 中 毒 …… 呼吸困難、めまい、はきけ等

（４）窒 素 酔 い …… うっとり感、知覚過敏等

（５）二酸化炭素中毒 …… 倦怠感、顔面蒼白等
けん そう



問 ９ 心肺蘇生法等に関し、次のうち誤っているものはど
そ

れか。

（１）心肺蘇生法の必要性の判断に当たり、まず、意識

の有無を確認する。

（２）被災者に意識がない場合は、まず人工呼吸を２回

行い、その後直ちに気道の閉塞状態を取り除く。

（３）気道確保は、片方の手で額を押さえ、他方の手の

指で顎を上に向けるようにして行う。
あご

（４）人工呼吸の簡単で効果的な方法は、口対口の人工

呼吸である。

（５）口対口人工呼吸を行うとき、被災者の口をハンカ

チで覆って息を吹き込んでもよい。

問１０ 救急再圧に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）再圧室では、火気の携行や使用を禁止し、電気器

具はスパークしないもので高温にならないものに限

定する。

（２）再圧室の出入りに必要な場合を除き、主室と副室

との間の扉を閉じ、副室の圧力は主室の圧力より低

く保つ。

（３）救急再圧の方法には、酸素再圧と空気再圧がある

が、酸素再圧は空気再圧に比べ曝露圧力は低い。
ばくろ

（４）減圧症に対する治療効果は酸素再圧の方がすぐれ

ているが、設備や技術の点で使えない場合には空気

再圧を行う。

（５）再圧室で加圧中に、耳や副鼻腔に痛みを訴えた場
こう

合は、直ちに加圧を停止する。

高圧室内Ｂ

３／５

（関 係 法 令）

問１１ 高圧室内作業主任者の選任等に関し、法令に規定さ

れていないものは、次のうちどれか。

（１）潜函工法その他の圧気工法により、大気圧を超え
かん

る気圧下の作業室又はシャフトの内部での作業を行

う場合には、作業主任者を選任しなければならない。

（２）高圧室内作業を行う場所が２以上ある場合におい

ては、作業室ごとに作業主任者を選任しなければな

らない。

（３）一の作業室で作業主任者を２人以上選任した場合

は、それぞれの作業主任者の職務の分担を定めなけ

ればならない。

（４）作業主任者を選任したときは、その作業主任者の

氏名を所轄労働基準監督署長に報告しなければなら

ない。

（５）高圧室内作業主任者免許証は、満２０歳に満たな

い者には交付されない。

問１２ 高圧室内作業主任者の職務として法令に規定されて

いないものは、次のうちどれか。

（１）高圧室内作業者を作業室に入室させ、又は作業室

から退室させるときに、その人数を点検すること。

（２）作業の方法を決定し、高圧室内作業者を直接指揮

すること。

（３）作業室への送気の調節を行うためのバルブ又はコ

ックを操作する業務に従事する者と連絡して、作業

室内の圧力を適正な状態に保つこと。

（４）酸素及び有害ガスの濃度を測定すること。

（５）作業室及び気閘室において高圧室内作業者が健康
こう

に異常を生じたときは、必要な措置を講ずること。



問１３ 潜函の内部での明り掘削の作業に関し、法令上、誤
かん

っているものは次のうちどれか。

（１）沈下関係図に基づき、掘削の方法、載荷の量等を

定めること。

（２）刃口から天井又ははりまでの高さは、１.５ｍ以上

とすること。

（３）測定の結果等により酸素の過剰を認めたとき、又

は掘下げの深さが２０ｍを超えるときは、送気のた

めの設備を設けること。

（４）掘下げの深さが２０ｍを超えるときは、作業を行

う箇所と外部との連絡のための電話、電鈴等の設備

を設けること。

（５）酸素濃度の測定の結果により酸素の過剰を認めた

ときは、送気設備により必要な量の空気を送給する

こと。

問１４ 労働者を次の業務に就かせる際に、法令上、特別の

教育が義務付けられていないものはどれか。

（１）作業室及び気閘室へ送気するための空気圧縮機を
こう

運転する業務

（２）作業室への送気の調節を行うためのバルブ又はコ

ックを操作する業務

（３）気閘室への送気又は気閘室からの排気の調節を行

うためのバルブ又はコックを点検する業務

（４）高圧室内業務

（５）再圧室を操作する業務

高圧室内Ｂ

４／５

問１５ 圧力計に関し、法令上、誤っているものは次のうち

どれか。

（１）高圧室内作業者に加圧又は減圧を行うための送排

気バルブ等の操作場所を気閘室の外部に設けたとき
こう

は、当該場所に、気閘室内の圧力を表示する圧力計

を設けなければならない。

（２）作業室への送気の調節用バルブ等の操作場所を潜

函の内部に設けたときは、当該バルブ等を操作する
かん

者に、携帯式の圧力計を携行させなければならない。

（３）携帯式圧力計はその１目盛りが０.０２ＭPa以下の

もの、携帯式以外の圧力計はその１目盛りが０.０２５

ＭPa以下のものでなければならない。

（４）高圧室内作業主任者には、携帯式の圧力計を携行

させなければならない。

（５）圧力計は、１月ごとに１回以上点検しなければな

らない。

問１６ 高圧室内業務を行う作業室等に関し、法令上、誤っ

ているものは次のうちどれか。

（１）作業室の気積が６０ｍ であるので、高圧室内業務３

に従事させる作業者を１５人とした。

（２）気閘室の床面積が４ｍ 、気積が７.５ｍ である２ ３
こう

ので、気閘室で加圧又は減圧を受ける作業者を１２人

以内とした。

（３）作業室へ送気するための送気管には、作業室に近

接する部分に逆止弁を設けた。

（４）空気圧縮機と気閘室の間に空気清浄装置を設けた。

（５）気閘室内の高圧室内作業者に減圧を行うための排

気管は、内径を６２mmのものとした。



問１７ 圧力０.１ＭPa以上の気圧下の高圧室内業務における

減圧状況の記録等に関し、次のＡからＤの事項につい

て、法令上、正しいものの組合せは(１)～(５)のうち

どれか。

Ａ 気閘室内部に自記記録圧力計を備えること。
こう

Ｂ 気閘室において高圧室内作業者に減圧を行う都

度、減圧の状況を記録した書類を作成すること。

Ｃ 高圧室内作業者の氏名及び減圧の場所を記載し

た書類を作成すること。

Ｄ 減圧状況の記録等に関する書類は３年間保存す

ること。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問１８ 潜函からの退避その他高圧室内作業の安全に関し、
かん

法令上、誤っているものは次のうちどれか。

（１）送気設備の故障等により高圧室内作業者に危険又

は健康障害の生ずるおそれがあるときは、その作業

者を潜函の外部へ退避させなければならない。

（２）作業室内を排気して潜函を沈下させるときは、高

圧室内作業者を潜函の外部へ退避させなければなら

ない。

（３）刃口の下方を５０cm以上掘り下げる場合は、潜函

の急激な沈下による高圧室内作業者の危険を防止す

るため、その作業者を潜函の外部へ退避させなけれ

ばならない。

（４）潜函の内部において発破を行ったときは、潜函内

の空気が発破前の状態に回復するまで高圧室内作業

者を入室させてはならない。

（５）作業の性質上やむを得ない場合、圧力０.１ＭPa未

満の気圧下であれば溶接等の作業を潜函内で行うこ

とができる。

高圧室内Ｂ

５／５

問１９ 高圧室内業務にかかる次の設備・機械とその点検頻

度の組合せについて、法令上、誤っているものはどれか。

設備・機械 点検頻度

（１） 避難用具 １日に１回以上

（２） 異常温度の自動警報装置 １週に１回以上

（３） 空気圧縮機に附属する １週に１回以上

冷却装置

（４） 空気清浄装置 １月に１回以上

（５） 潜函等に設けた電路 １月に１回以上
かん

問２０ 高圧室内業務に従事することを法令で禁止している

疾病として、誤っているものは次のうちどれか。

（１）アルコール中毒又は神経痛

（２）肥満症、物質代謝又は栄養の疾病

（３）胃腸病

（４）貧血症又は高血圧症

（５）中耳炎

（終 り）


